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木材を活用したくつろぎ空間づくり

「サードプレイス」として、人々へくつろぎの場所を提供することを理念としているスター

バックス。社会に対してより良い影響をもたらす、“Social Impact”を掲げる同社は、FSC認証

紙を用いたストローの導入をはじめ、サステナブルな社会の実現に取り組んでいます。

最近では、店舗の内装やテーブルに国産の木材を取り入れています。「木材の家具や内装は暖か

みがあり、店舗を設計するにあたり、自然と木材を使う思考になっている。」と、店舗設計部の

米山さんも語ります。

環境に優しく暖かな木材に溢れた空間は、“住み続けられるまちづくり”、“つくる責任つか

う責任”というSDGsの目標にもつながります。みなさんも、身近な空間を、木材でちょっと暖か

くしてみてはいかがでしょうか。
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